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あらまし：

本研究では、元禄～享保頃の日記・『聖書鵡篠中記（おうむろうちゅうき）』を対象とし、主人公・朝日文左衛門の長期間にわたる生活

行動を、 GISを用いた分析により解明する。また、地点が確認できない歴史史料を空間的に示すために、絵図史料、家系図等を併用し

ていくことによって、解決してし、く方法をも合わせて提示する。まず、『賜鵡健中記』全文をデータベース化する。次に、同時代の絵図

史料であり、当時の屋敷割り図でもある『尾府名古屋図』に描かれる藩士名をデータベース化する。そして、近世前期における尾張藩

士系譜集『士林探澗（しりんそかい）』ならびに、『鶏鵡健中記』内で記される「屋敷替え」の記載を援用する。これによって、一時期

の情報しか持たない絵図に対し、長い時間の掘を持たせることが可能になり、実際に朝日文左衛門が行動した場所を特定することが可

能になる。その後、行動を地図にプロットすることによって、経年的に元禄～享保期の一武士の生活行動を把握する。以上のような分

析手順により、『賎鵡籍中記』 27年分を対象とした結果、彼の行動は職務関係と親戚関係、に縛られ、繁華街に頻繁に繰り出すわけでは

ないことが理解できると共に、距離を持つ行動に関しては、同心円状に広がり、特に街道筋に影響を受けていたことが示された。

Su血mary:

In this research, the life action over the long period of time of ASAHI Bunzaemon, a hero, is solved by analysis using GIS for the 

diary『OMUROCHUKI』 atthe Genroku -Kyoho era time. Moreover, in order to show spatially the history historical records that 

cannot check a point, the method of solving is also united and shown by using together pictorial map historical records, genealogy, 

etc. First, a diary whole sentence is used as a database. Next, it is the pic句rialmap historical records of simultaneous cost, and the 

samurai name drawn on the pictorial map is used as a database. And the Owari samurai's collection of genealogies in the first half 

of modern times and the publication of the mansion substitute described within a diary is used for to the pic旬rialmap that is a 

section at the time. It becomes possible to give the width of long time to a pictorial map only with the information on旬mporaryby

this, and it becomes possible to pinpoint the place where Bunzaemon actually acted. Then, one samurai's of the Genroku -Kyoho 

era term life action is grasped in many years past by plotting action on a map. His action having been bound by the job relation and 

the relative relation as a result of carrying out for diary 27 years, and having spread in the shape of a concentric circle about the 

action which has distance while being able to understand necessarily not letting out to shopping quarter企equently,and having 

received influence especially in the highway with the above analysis procedures, was shown. 

キーワード：『購鵡傭中記』，日記，『尾府名古屋図』，絵図，朝日文左衛門，生活行動， GIS
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I.はじめに

近世期における生活行動については人口移動に着

目した研究の蓄積が数多く挙げられる（1）。しかしな

がら、人口移動研究は奉公や結婚といった大きなラ

イフイベントによる村内・村間移動は詳しく分析し

ているものの、個々の具体的な生活行動に関しては

論及されることは少なく、経年的に人々の行動がど

のように展開していたのかという点を論議するには

至っていない。本研究はこうした一連の研究に位置

するものであるが、特に日記史料を用いて近世都市

における生活行動を経年的に解明する点に特色があ

ると言える。

本研究では、『鶴鵡龍中記（おうむろうちゅうき）』

を用いる。特に、文左衛門自身が執筆されたとされ

る元禄4年6月 13日以降のものを対象とした。全

ての記載内容を扱うわけではなく、始めに執筆者・

文左衛門の行動および、彼に関連する事象・人物を

全て抽出した。そして、文左衛門の交友関係を把握

した上で、実際の行動を図示し、当時の武士の行動

を理解する。なお、分析を進めるにあたっては、 GIS

ソフト・MANDARA（谷謙二氏・埼玉大学）を利用

した。

文左衛門の生活行動の目的地確定に際して、地名

表記がない場合、次の方法により確定させた。

目的地として人名が判明した場合、『尾府名古屋

図』を用い、本絵図に描かれる藩士名を読み取るこ

とで確定した。『尾府名古屋図』は、『寵中記』と同

時代に描かれた絵図で、あり、「屋敷割引図の1つで

ある（2）。すなわち、名古屋城下の絵図であり、 1区

画ごとにそこに位置する藩士名、寺社名等が描写さ

れている。ただ、時代的に1断面を示した絵図であ

り、人名が一致しない場合もある。そこで、目的地

として人名が判明しない場合は、『士林訴洞（しりん

そかい）』という近世前半部の尾張藩士系譜集を用い

ると共に、『龍中記』本文記載にしばしば書かれる「屋

敷替え」の記載を入念に読み取り、それを先の『尾

府名古屋図』に適合させていくことで、同定を行っ

た。これらの資料を援用させていくことにより、訪

問先の武士の職歴を追うことが可能になると共に、

変容する武士の屋敷配置を可能な限り明らかにした。

これらの分析を踏まえた上で描かれた地図を中心に

据え、文左衛門の置かれる社会的状況に照合させて

検討した。

IL地図データの作成（図1参照）

MAND ARAを使用するにあたってまず、文左衛

門が生きた当時の地理情報を示す 『尾府名古屋図』

の道路ネットワークをトレースし、縮小をかけ原図

を作成した。武士の屋敷配置は道路を門戸としてい

るため、道路形状を把握することが、屋敷位置を比

定するのに好都合である。こうして作製した名古屋

城下図をイメージスキャナで読み込み、画像ファイ

ルで、保存した。

次に、 MANDARAの「白地図処理Jを実行し、

先ほどの画像ファイルに対してベクトル化をした上

で、「マップエデ、ィタ」を用い、名古屋城下図のライ

ン編集を行う。ここでは、先の 「白地図処理jでう

まくベクトノレ化されなかったラインを修正すると共

に、スケーノレ・方位を設定する。そして、 I章で書

いた研究方法で同定した武士の屋敷や寺社等を、名

古屋城下図上に点オブ、ジェクトとして認識させるた

めプロットしていくと共に、属性データ（後述）と

合わせるため、それぞ、れのオブ、ジェクトに対して名

称を付けていった。また、同時に道路ネットワーク

を、属性表示を持たないダミーの線オブジェクトと

して表示させた。

m.属性データの作成（図1、表1,2参照）
MAND ARAでは地図データに照合させる属性デ

ータが必要となる。属性データは表計算ソフトを用

いる、あるいはMANDARAに付随する属性データ

編集機能によって作成できるが、本研究では表計算

ソフトを用いる。

まず、文左衛門の生活行動の目的地となる場所の

地理行列を作る。上下方向に、目的地の武家名、地

名を並べ、横方向に行動した回数、行動内容の回数

等をセルに入力する。ここで、目的地の武家名、地

名には地図データと同じ名称、をつける必要がある。
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これは、地図データで作成した点オブ、ジェクトと重 が、それでも禄を食む前のー武士の行動を示してく

ね合わせるためである。次に、 MANDARAタグを れる。

付けた上で、クリップボードにコピーし、 まず、元禄6年ごろまでは、若宮、真福寺、七ツ

MAND ARA上で、属性データを読み込んで、いくこ 寺に頻繁に出掛けている姿を見て取れた。例えば、

とで図化される。 元禄5年9月半ばにおける若宮への行動は著しく、

JV.文左衛門の生活行動空間

1）文左衛門の交友関係（表1参照）

文左衛門の行動空間を考える前に、その行動を形

作る大きな要因となる交友関係を、はじめに明らか

にする必要があるω。文左衛門は27年間にわたって、

同一の友人群との関係があったわけではなく、時代

に応じて交友関係は変化していた。何よりも『龍中

記』内に記され、彼の行動と少なからず関係する人

物が 1400人ちかく存在した。特に、武士だけでな

く、多数の商人、町人、農民とも交友を持っており、

文左衛門の交友範囲の広さを如実に物語っていた。

ただし、それらの人物と全て懇意にしていたわけで

はなく、 1回限りの出会いとなった人物も多数いた。

表 1は『龍中記』全 27年分に登場した中で、文左

衛門宅が起終点となる、あるいは他家にて文左衛門

が顔を合わせた回数を示したものを例示している。

表 1からは、文左衛門と友人との親密具合を量るこ

とが可能で、ある。つまり、時期に応じて交友関係が

変化していることが理解でき、それに応じて文左衛

門の行動も変化していたと思われ、数年間のみ突出

して現れる人物や、交友が長期間継続している人物

がいたことも理解できる。

2）文左衛門の生活行動空間（表2、表3参照）

まず、文左衛門の行動空間を探るにあたり時期を

3分割し、それぞれ第 1期（元禄4～12年）、第2

期（元禄 13～宝永5年）、第3期（宝永6～享保2

年）とした。

①第1期（元禄4～12年）（図2～8参照）

第1期は、文左衛門宅周辺への行動と広井方面、

そして富永彦兵衛宅への行動が目立っている。また、

若宮、真福寺に出歩く姿がしばしば見受けられた時

期で、あった。書き出しの数年間は、『簡中記』を書く

スタイルが統ーされてなく、全ての把握はできない

15、16、18日と連続して「操りJを見に出掛けて

いる。また、元禄5年5月 13、14日の記載「十三

日晴、成の魁迄町を廻る」 「十四日晴、子之魁迄遊回

すj などを含めて考えるならば、結婚、出仕前の武

士は相当程度時間の余裕があったことが理解できる。

時間の余裕は同時に好奇心旺盛な文左衛門の行動空

間を拡大させた。

広井方面への行動は、元禄6年における朝倉忠兵

衛の娘・けいとの結婚以降に急増した。結果、朝倉

忠兵衛宅への文左衛門の行動は、第1期で 159回、

総計では206回を数え、全目的地の4番目に相当す

るまでになった。当初は弓術を習得するための行動

だ、ったが、結婚後は親戚付き合いが主となった。町

を俳佃したり稀に遠出したり近隣の友人宅に限定さ

れていた文左衛門の行動は、結婚を契機として新た

な展開を見せた。また、結婚当事者の朝倉家だけで

なく朝倉家親戚筋にあたる松井十兵衛宅、朝岡甚玉

右衛門宅へも行動空間は広がった。

一方、城下外への行動は、熱田（24回）を筆頭に

以下、矢田（11回）、神宮寺（10回）と続いた。熱

田は参詣目的が主体であり、矢田は砲術で水野作兵

衛に弟子入りしていたことから鉄砲打ちに赴いてい

たものである。個々の回数は少ないが、その中で現

在の庄内川沿いの味鏡、山田、志賀への行動や、山

崎川沿いの山崎、川名などへの釣り目的の行動を把

握できる。ほかに、熱田同様参詣目的で、遠方の津

島や伊勢に赴く姿が数度確認できると共に、領地で

あった野崎村に検見を兼ねた行動を確認できる。

②第2期（元禄 13～宝永5年）（図2～8参照）

第2期における文左衛門の行動は、若尾政右衛門

宅への行動が顕著になる（59回）と共に、佐分源太左

衛門宅へも増加を見せ（49回）、文左衛門近隣の石

川瀬左衛門宅への訪問は急増している（132回）こと

が示されている。若尾政右衛門は、文左衛門と閉じ
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御畳奉行の役職を持つ。しかし、 2人の関係は公用

だけに止まらず私的な面でも密接な関係にあった。

というのは、文左衛門の政右衛門宅への全行動 131

回のうち、公的な内容が書かれるものが 13回であ

るのに対し、酒食内容が記載されるものは実に 72

回にも及び、行楽行動だったとされるのも 10数回

ある。確かに、 2人は同じ職場の同僚だが、三味線

引きを呼んだり、浄瑠璃に興じたりする行楽行動の

頻度が他の人物と比べて多いことからも、人間関係

を密着化させ、行動を増加していったと理解できる。

さて、佐分源太左衛門は元来文左衛門の鑓術師範だ

った。実際、文左衛門は鑓術以外にも、手当たり次

第に武門に入門しているのだが、どれも長続きしな

く、それらに通うための行動も継続しない。ところ

が唯一、源太左衛門だけが、第1期からの行動が継

続し第2期に急増する。これは、源太左衛門が文左

衛門と共に、頼母子講グループのー構成員だったと

ころが大きい。実際この時期での佐分宅への文左衛

門の行動は計 46回見られるのだが、うち頼母子が

含まれるものは 15固なのに対し、鑓稽古が含まれ

るものはわずか5回に過ぎない（なお酒食が記載さ

れているものは36回に及ぶ）。本来、鑓を習得する

目的での源太左衛門への行動が、時間の経過につれ、

頼母子や酒食が第1目的になったと考えられる。

さて、第2期における行動の変容で最大のものは

2つあり、 1つは石川瀬左衛門宅、1つは朝倉忠兵

衛宅への行動である。まず、瀬左衛門宅は文左衛門

のほぼ斜め向かいに位置していた。当然、極めて近

距離に位置するため回数が多いことは推測できるが、

第2期後半における瀬左衛門宅への行動の増加は、

それを省みてもかなり著しい。それまでも瀬左衛門

宅への訪問は確認できるが、年間 10回を越えるこ

とは無かった。ところが、元禄 17年から宝永3年

までの行動は総計で 100回以上におよび、通常とは

言えない頻度になっていた。一方の忠兵衛は、宝永

2年1月に文左衛門が先妻・けいと離縁したため、

以後の文左衛門の朝倉家への行動は一切見られない

ことはおろか、その後一切会ったという記載が無い。

それ故、第1期に旺盛を極めた文左衛門の堀川端方

面への行動は離婚を契機に激減したことが示される。

最後に、城下外への生活行動空間は、第1期と比

較して東に偏向していることが分かつた。これは、

竜泉寺（吉根村）、大森寺（大森村）、木ケ崎（守山村）や、

伊勝、丸山、末森等への行動である。行動の内容自

体も第1期ではあまりなかった酒食目的が主体とな

って記載され始め、第1期の武士のたしなみに則す

るような目的から、純粋な遊興目的に基づいた城下

外への行動が目立ち始めた。一方で、第 1期に多く

見られた庄内川沿いへの釣りは継続され、むしろ味

鏡（15回）はこの時期が最大だし、志水、山田、矢田

等への同様の目的での行動も継続されており、さら

に地蔵池（北井戸田村）、まむし池（古井村）といった新

たな場所もまた開拓された。だが、第1期に頻出し

た城下外への芝居・操り目的での行動は、激減した。

③第3期（宝永6～享保2年）（図2～8参照）

第3期の文左衛門の行動は、渡辺源右衛門（渡辺権

内）に代表される渡辺家、水野文四郎に代表される水

野家、古田勝蔵、垣沼甚左衛門、そして成瀬修理や

南寺町・橘町一帯に比重を移していた。一方で第1

期に目立った広井周辺への行動は甚だしく減り、冨

永彦兵衛宅への来訪も少なくなった。水野家は、先

妻・けいとの娘・あぐりの嫁ぎ先である。婿の久治

郎は水野村在住のため、『龍中記』で多く顔を見せな

いが、久治郎父・権平と久治郎伯父・文四郎は城下

に居住した。水野権平（49回）、水野文四郎（148回）

に代表される水野家への行動の急激な台頭は、結婚

当事者同士だけでなく、嫁の父 ・文左衛門の行動を

増加させ新たな行動空間の拡大をもたらした。一方、

古田勝蔵宅への行動が飛躍的に増大し（154回）、勝

蔵の隣人・垣沼甚左衛門宅への行動も同時に増加し

た（74回）。文左衛門が後妻・すめと結婚したのは宝

永3年だから第2期に大きな傾向を見せてもおかし

くないが、顕著に表れたのは少し期間をおいた第3

期だった。これは正徳元年に文左衛門とすめの間に、

娘・あぐりが誕生したことが大きな要因だと考えら

れる。他、勝蔵宅を中心に甚左衛門宅とは反対側の

1軒先に高田新蔵宅があり、新蔵に対する行動も甚

左衛門同様に突然増加した（35回）事が注目される。
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親戚以外に目を向けると、第1期（218回）、第2 v.おわりに
期（92回）と比較して富永彦兵衛宅への行動がほとん 本研究によって明らかになったことは次のよう

ど見られない（1回）ことに気付く。これは宝永6年 にまとめられる。

3月 22日に成瀬修理が富永彦兵衛に替わり御城代 ①酒食関連の行動は、基本的に親戚宅、友人宅そし

に就任した事が大きいと考えられる。つまり、御城 て自宅にて行われるものであり、時代劇等で言わ

代組同心番としての出仕前、出仕後に彦兵衛宅に「対 れるように、武士が飲み屋で杯を傾ける姿は非常

面Jすることが多くあった文左衛門だが、あくまで

職務上の関係でプライベートでは密接な関係とは言

いがたかったと思われる。さて、第3期に入り寺社

への行動が増加していることは特筆すべきだろう。

第3期には、文左衛門の父母が相次いで死亡すると

ともに、正徳5年8月晦日には伯父・渡辺源右衛門

も 74歳で死亡し世を去る者が多かった。この時期

の文左衛門は、血筋の近い者たちの菩提寺に葬儀、

法事等で数多く赴いており、例えば朝日家の菩提

寺・善篤寺（44回）への行動頻度の増加で、理解でき

る。ところで、第3期以前までに葬儀、法事等で赴

いた寺社への行動が持続する場合もあり、明らかに

寺社が持つ性格が異なっていることが分かる。

第3期における城下外への生活行動空間は、大森

寺（18回）を筆頭として第2期より一層東よりにな

った。他に木ケ崎、 宝勝寺（守山村）でも顕著に示さ

れる。これは水野久治郎と、おこんとの婚姻による

と考えられる。それは文左衛門が、水野家在所の水

野村に行く際に通過地である大森寺、木ケ崎等でし

ばし休憩を入れてから水野に赴く記載がしばしばあ

ることからも理解できる。つまり、水野家との婚姻

は城下内だけの行動空間の拡大に止まらず城下外に

おける拡大にも一役買った。また、これまで釣り目

的が主で、あった圧内川沿いへの行動もその内実を変

化させ、 主に酒食を中心とした行動になった。この

時期は文左衛門も 30代後半から40代に入る時期で

あり、城下外への行動のあり方自体が変化していっ

たものと考えられる。この傾向は、沢の観音（熱田）

への行動でも裏付けられ、文左衛門の沢の観音への

行動8田中7回酒を噌んでいる。沢の観音は単独の

目的地ともなったが熱田神宮への参詣と共に扱われ

る場所でもあった。

に少ない。

②文左衛門の生活行動空間は、親戚筋と職務関連に

集約される。また、親戚筋の居宅を起点、として、

再び近隣に拡大傾向を示す。

③また、城下を中心として同心円状に広がり、街道

が存在する場合はそれに沿うように拡大する傾向

を示した（4）。

本研究にて、日記資料という長い時間軸の歴史史

料を時の断面の絵図上で表現するために、系譜集と

いう短い時間軸を持った史料で整合させて空間的に

示すといった新たな試みが適応可能で、あったことは

大きな収穫だった。同時に、日記資料は研究の主目

的だけでなく、データとして長短の時間スケールを

合わせる際にも有効活用できることを示せた。

［利用 GISソフト】

谷謙二作成『地理情報分析支援システム

MAND ARA』（2002/11/29現在）

http://www5c.biirlobe.ne.in／～mandara/ 
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表1.『輯鵡寵中記』データベース見本

名前 総計 :n;4 :n;5 :n;6 元7 π8 元9元10冗 11 冗 12元 13π14 …ー茎L
相原荻右衛門 11 。 3 5 。。。
相原久兵衛 60 。。8 5 16 15 12 
相原小左衛門 17 。。。。。。。。。
相原政之右衛門 142 。。11 5 3 11 12 17 5 
相原藤議 15 。2 5 。。8 。。。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
漉辺八郎右衛門 301 。 。。。
渡辺平兵衛 98 。6 10 5 9 9 6 8 12 
注1：『繋鵡寵中記』（元禄4年6月13日～享保2年12月29日分）より、筆者作成
注2：表中の元は元禄、享は享保のそれぞれ略を示す
注3：ここでの総計は行動回数ではなく、出会った総計を指している

表2.『尾府名古屋図』・『士林浜酒』データベース見本

x × 。2-308 。。4-138 x 。4-138 01 忠兵衛 21-11 ． ． ． ． ． ． ． ． ． 。1-298 x 。 。 10-8 。 。 18-9 。1-297 x 
注1：士林は『土林i斥澗』、士林頁は『土林j斥澗』の冊数と頁数を指
し、絵図は『尾府名古屋図』を、絵図名は絵図の中における記載名
を、絵図区画は、筆者が任意に整理した区画番号をふつである

。。。
2 。
3 
4 

注2：表中のOfま記載があるもの、t:,.は記載がないが場所把纏が周
辺資料によって可能なもの、 xは記載がなく、場所を同定できないも
のを指す

表3.本発表中における霊場人物略歴

五亘
150右
300石
2500石
400右

迎互
盗監
200石

盗盟
主盟亙
3000右

5盟i
5盟
40右
（不明）

。 。。。 。
。 。
14 

22 … 0 

注1：『携鵡舗中記』、『士林汚濁』、『正徳年中分限帳』、『元禄八亥頃分限帳』、『金銭九十九之塵』および名古屋市博物館資料より
筆者作成

注2：人名は『箆中記』にての通称を用いており、石高lま年代によって異なることもある。
注3：例えば渡辺弾七の死亡日時（『籍中記』は宝永元年7月24目、『士林沢；冨』lま正徳5年7月23日）のように、史料によって記載が
異なる時は、『籍中記』を優先した。
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文左衛門の生活行動のデータベース化
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文左衛門の生活行動図の表示・分析

図，.本研究上での分析の流れ
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